
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特 徴 パーオクタ®Ｈは、脂肪族ハイドロパーオキサイドであり、分解温度が高く、熱に対しては比較的安定ですが、

硫酸第一鉄のような還元剤と接触すると容易にレドックス反応を起こし、低い温度でもラジカルを発生することが

できます。このレドックス反応特性を利用して、ＡＢＳ樹脂などの乳化重合開始剤として使用されています。 

 

品 質  パーオクタ®Ｈ 

純度 ９０％以上（工業純品） 

外観 透明液体 
   

保 管 温 度 保管温度 １０℃以下 
   

包 装 形 態 包装形態 ２０ｋｇ（１０ｋｇ×２） 
   

一 般 的 性 状 比重 ０.８３２（１０℃） 
   

半 減 期 及 び 

活性化エネルギー 

1 分間半減期温度 1 時間半減期温度 10 時間半減期温度 活性化エネルギー 頻度因子 

２４６.６℃ １８２.４℃ １５２.９℃ １２５.６kＪ／mol 1.74×1014 hr-1 

（トルエン中における熱分解：過酸化物濃度：0.10mol／L） 
 

安 全 性 1 m m ｵ ﾘ ﾌ ｨ ｽ ７／１０ 圧力容器試験 

（ 消 防 式 ） 9 m m ｵ ﾘ ﾌ ｨ ｽ ０／１０ 

発熱開始温度 １４１℃ 
熱分析（ＤＳＣ） 

発 熱 量 １６２０Ｊ／g 

引火点（セタ密閉式）  ４８.８℃ 

発火点（ＡＳＴＭ Ｅ６５９）  ２００℃ 

Ｓ Ａ Ｄ Ｔ 未測定 
   

適 用 法 令 消  防  法 第５類第２種自己反応性物質 （指定数量：100kg） 

危険物 
労働安全衛生法 

通知対象物を含有せず 

Ｐ Ｒ Ｔ Ｒ 法 第１種並びに第２種指定化学物質を含有せず 

船 舶 安 全 法 酸化性物質類 有機過酸化物 

航  空  法 有機過酸化物 
   

そ の 他 の 分 類 国連分類 クラス ５.２ ，国連番号 ３１０５ 

ＣＡＳ－Ｎｏ． ５８０９－０８－５ 

官報公示整理番号 （２）－２２４ （化審法，安衛法） 

ＴＳＣＡ 登録有り 

ＥＩＮＥＣＳ ２２７－３６９－２ 
   

記載内容の取扱い 

 記載内容は現時点で入手できた資料，情報，データに基づいて作成していますが、記載のデータや評価，危険性等に関しては、いか

なる保証もなすものではありません。また、記載事項は通常の取扱いを対象としたものですので、特別な取扱いをする場合には用途，

用法に適した安全対策を実施の上、お取扱い願います。 
 
 

お問い合わせは、peroxide@nof.co.jpまでお願いします。 

パーオクタＨ （ＰＥＲＯＣＴＡ Ｈ） 

～ 1,1,3,3-Tetramethylbutyl hydroperoxide ～ 
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分子式：Ｃ８Ｈ１８Ｏ２ ， 分子量：１４６.２３ ， 理論活性酸素量：１０.９４％ 

本    社 〒150-6019 東京都渋谷区恵比寿 4-20-3（恵比寿ガーデンプレイスタワー） TEL.(03)5424-6687  FAX.(03)5424-6814  http://www.nof.co.jp/ 

2007 年 11 月作成-2 


